
三友プラントサービス株式会社（廃棄物処理業）

主力事業 産業廃棄物焼却処理

代表取締役
小松 源

環境と資源を守る
当社は「環境と資源を守る」を企業理念に掲げ、廃棄物処理から再資源化までを一貫して担うインフラ
企業として、循環型社会の実現に貢献してまいりました。今後は、主要拠点での設備拡充とサーキュ
ラーエコノミー対応の新技術導入、AI・DXを活用した業務効率化等を通じて、3年以内に売上高100億円
超の達成を目指します。
この成長により、脱炭素と資源循環の両立を図る処理モデルを確立し、地域社会・顧客・サプライ
チェーン全体の持続可能性向上に貢献してまいります。また、社員が挑戦できる風土づくりと処遇改善
に努め、働きがいと社会的意義を両立する企業へと進化していきます。

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

〇本社所在地：神奈川県相模原市

〇事業概要：産業廃棄物・一般廃棄物の

収集運搬・処理・再資源化事業、環境

関連コンサルティング事業（環境計量

証明等の環境分野の総合サービス）

〇常時使用する従業員：273名（2024年12

月期）

〇現在の売上高：82億円（2024年12月期）

○法人番号：8021001012413

○Web：https://www.g-sanyu.co.jp/

2027年の売上達成に向けて、主要拠点での脱炭素・再資源化
事業を起点に100億円超の達成を通過点とした持続的成長を
図る。
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廃棄物処分事業 コンサルティング事業

・脱炭素・再資源化を両立する処理構造の構築
・従来技術の高度化と再資源化技術の研究開発体制の整備
・再資源化事業等高度化法などの制度対応力の強化
・属人的業務からの脱却を通じた、業務プロセスの標準化と
DXの推進

・主要拠点の改築と脱炭素・再資源化事業の展開を行うため
の先端設備を導入、新規市場や顧客を開拓
・オープンイノベーションによる再資源化に資する処理技術
の研究開発を通じた新規資源化事業の創出と展開
・環境価値と収益性を両立する次世代型処理モデルの構築
・AI・IoTを活用した業務効率化システムの共同開発と外販
展開によるサプライチェーン全体の高度化

・脱炭素・再資源化事業を推進する専門部署の新設と人材体
制の強化（採用、教育、配置）
・グループ企業と協力した技術開発体制の強化と事業化展開
のための営業体制構築
・グループ企業、研究機関、行政、関連企業との連携による
共同環境技術開発
・外部システム会社との協業によるDX推進と業務の高度化
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